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ヒントやノウハウが満載
経営革新の取組に向けた



貫いてきた従業員第一の経営姿勢。
受注半減の危機にも一丸となってリスタート

認定支援機関の概要

平井 吉信
【機関種別】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【認 定 日】

中小企業・小規模事業者の概要

問題に直面するたび同機関の相談室に足を運びました。そのたびに地域の現状などを公開できる範囲で教えてい
ただき、その中で見えてきたものを手がかりに行動してきました。さらに同補助金申請への支援もいただきました。
未来に向けて希望をもって事業を継続することができています。

支援を受けた
中小企業・

小規模事業者の声

支援に至った経緯 経営状況の把握・課題設定 解決策の提案・実施 今後の取組・フォローアップ

徳島県小松島市小松島町
字中筋8-11

中小企業診断士

平成10年2月
1名
平成25年3月21日

人事管理ほか
事務作業の軽減へ

より精密で高精細な
加工に特化する

受注量が半減、売上も
半減、どうすれば？

きっかけは
市の巡回事業

相談者は、設立時は充電池製造下請けが主たる事業だったが、平成28年、ハーネス（電装部品）の受注加工に転換。経営を軌道に乗
せていた。令和2年のコロナ禍で、電子機器、電子部品のサプライチェーンが国際的に停滞し、受注が半減。平成30年と比較し、売上高
も半減するなど、厳しい経営状況に陥っていた。同社は商工会議所や県の相談窓口も活用していたが、市の中小企業巡回訪問で、市の
職員とともに当機関が同社を訪問したことをきっかけに支援することになった。

市の巡回事業をきっかけに相談者の苦境を知る

機械化になじみにくく細かな作業が求められる製造ラインでは、従業員の9割を占める女性パートタイマーが技術力で応えてきた。同社が
得意先に選ばれる理由に多品種少量対応があるが、段取り替えや作業手順の確認など従業員への負荷が高く生産性向上が困難だった。
状況を改善するにはコロナ後をも見据えた戦略が必要と判断し、将来性のある分野（自動化ロボットなど）で使われる細かな配線を要す
るハーネスの受託加工に特化する中長期戦略を立案。機械設備投資を行うべく、事業再構築補助金（以下、同補助金）を申請した。

コロナ禍で受注が半減、生産性向上、効率化へ知恵を絞る

生産品目を、より精密な電子部品、電子機器に使われる高精細ハーネスの受託加工に特化することで、専門性の高い技術領域をア
ピールでき、顧客からの指名受注を増やすことができる。そのための機械設備を導入できれば生産性は上がり利益率も向上する。申請
した同補助金は令和4年11月に採択され、機械化の環境は整いつつあり、受注量が回復。売上高もコロナ禍前の水準にまで回復した。
期末の令和5年9月には、売上高が14％増加の見込みである。

思いきった設備投資で高精細配線加工の指名受注を増やす

製造ラインの機械化を進めてはいるが、まだまだパート従業員の技術力頼みの部分は多い。同社は一貫して従業員第一の経営を心が
け、企業内子育て支援や手厚い福利厚生で働き手を守ってきた。業績悪化時にも一切解雇は行わず、従業員が労働意欲を維持できた
ことは苦境を乗り切れた一因である。今後も従業員第一の方針を貫き、福利厚生のより一層の充実を図る。加えて、事務方の作業軽減
のため勤怠管理アプリ等の導入を推奨。現在も試験的な運用の支援を続けている。

専用アプリによる勤怠管理の自動化など事務作業等も効率化へ
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有限会社コスモエナジー
【業種区分】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【資 本 金】

徳島県小松島市立江町
字万代12番地

製造業

平成9年
43名
300万円

徳島県 製造業経営改善

アフターコロナを見据えた事業の再構築を伴走支援、
SNS映えブームも後押し

認定支援機関の概要

観音寺信用金庫
【機関種別】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【認 定 日】

中小企業・小規模事業者の概要

同機関は、補助金などの情報をいち早くご提供くださり、とても心強い存在です。お客さんの様子や商品の動きな
ど、私との何気ない会話から店の状況を把握してくださっています。新商品開発と設備投資を相談した際もスムー
ズに話ができ、同補助金の申請を助けてもらいました。祖父の代から続く信頼関係に感謝しています。

支援を受けた
中小企業・

小規模事業者の声

支援に至った経緯 経営状況の把握・課題設定 解決策の提案・実施 今後の取組・フォローアップ

香川県観音寺市観音寺町
甲3377-3

信用金庫

大正9年3月
155名
平成24年11月5日

販路開拓・拡大に加え
ビジネスマッチングも

新商品開発へ設備投資。
事業計画書作成支援

閑散期の赤字を繁忙期
で補う構図を改善

長年の信頼関係をもと
に経営不振脱却へ

平成29年にテレビで紹介されて以来、SNS映えする浜辺として一大観光スポットとなっている父母ヶ浜。大正創業の当機関は地域密
着型の金融機関として地元の経済活動を支え続けており、この地でかき氷喫茶、土産物販売を営む相談者とも代々続くつきあいと、
担当職員の日々の訪問により堅固な信頼関係を維持している。コロナ禍で観光客の足が遠ざかり、同社の店舗も売上は減少の一途。
令和3年4月、現状を打開すべく同社は当機関に取るべき対策について相談に至った。

コロナ禍で不振に陥った相談者との間には先々代から続く信頼関係

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、300台収容できる市営駐車場は令和3年5月から9月まで断続的に閉鎖され、浜を訪れる観
光客はほぼ皆無となった。本来繁忙期である8月の売上は、平成30年との比較で半減するまでに落ち込んだ。とはいえ、コロナ禍はい
ずれ収束する。観光客の再来を見越し、いかに店舗に客足を戻すかが課題となった。また、従来売上が落ちる閑散期である11月～2月
の状況を改善し、年間を通じて安定した売上を確保する必要性が浮き彫りになった。

観光客減少が繁忙期に大打撃、閑散期対策の必要性も浮き彫りに

同社の商品開発はもともと地元産品活用をコンセプトにしており、地元養鶏業者生産の鶏卵を使ったプリン、地元産の緑茶や果物で
つくるジェラートは創業時から構想があった。その商品化が実現すれば安定した売上につながると考え、思いきった機械設備の導入
を提案した。設備投資金額の一部に充てるため、事業再構築補助金（以下、同補助金）についても提案し申請へ向けて事業計画書を同
社とともに作成。令和3年5月に申請した同補助金は緊急事態宣言枠で9月に採択が決まり、新商品開発をスタートできた。

地元産品を利用した新商品開発へ向け、事業再構築補助金を申請

令和3年10月に父母ヶ浜の駐車場が再開されると同時に、父母ヶ浜に観光客が戻り始め、同社の店舗経営は新商品開発が功を奏して
復調した。今後はスーパーマーケットへの卸売など販路を拡大し、自社製品の認知度を高めるとともに売上のさらなる伸長を目指す。同
社は地域企業11社の共同出資による観光事業にも参画しており、地元への貢献意欲が高い。引き続き香川県の補助金申請へ向けて支
援を継続している。また、全国の信金でつくる「よい仕事おこしネットワーク」にも加入。他社とのビジネスマッチングも試みている。

新商品の販路拡大、他業種とのビジネスマッチングも
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株式会社あまる
【業種区分】
【所 在 地】

【設　　立】
【従業員数】
【資 本 金】

香川県三豊市仁尾町仁尾丁
271-6

宿泊業,飲食サービス業

平成30年9月
5名
800万円

香川県 宿泊業,飲食サービス業経営改善
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